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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、在宅療養者と家族介護者のQOLに影響するレジリエンスの解明と在
宅療養支援モデルの構築をすることである。在宅療養者と家族介護者を対象に、レジリエンス尺度を検討するた
めに質問紙調査（調査1）を行い、在宅療養者版および家族版のジリエンス尺度を作成した。その尺度を使用し
て、在宅療養者とその家族介護者を対象に、QOLに影響するレジリエンスなどの要因を明らかするために質問紙
調査（調査2）を行った。
その結果、在宅療養者、家族介護者ともレジリエンスの『内面の強み』がQOLに影響していることが明らかにな
った。したがって、『内面の強み』を強化する支援が必要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The aims of the present study were to elucidate the resilience affecting the
 quality of life (QOL) of home care patients and family caregivers and to construct a home care 
support model. A questionnaire survey (survey 1) was administered to home care patients and family 
caregivers to examine a resilience scale, and a resilience scale for home care patients/family 
caregiver versions was created. Using the scale, we administered a questionnaire survey (survey 2) 
to home care patients and their family members  to clarify factors affecting QOL such as resilience.
 The results revealed that "internal strengths" in the resilience of home care patients and family 
members affected QOL. Therefore, support to strengthen "internal strengths" appears to be necessary.
Resilience, caregiver burden, and attribute factors affecting health-related QOL of home-visit 
nursing users and family caregivers
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研究成果の学術的意義や社会的意義
在宅において、療養者と家族介護者は身体的、精神的、社会的なさまざまな困難や危機的状況に直面することが
予測される。さらにその危機的状況は療養者と家族介護者のQOLを脅かし、家族介護者の介護負担感を増加させ
ることが考えられる。在宅療養者や家族介護者はこの危機的状態に対処し、乗り越えていかなければならない
が、このような危機的状態における精神的回復力としてレジリエンスという概念がある。
このレジリエンスを強化する看護支援が明確になれば、療養者と家族介護者が遭遇する危機的状態を乗り越えや
すくなるとともに、さらにQOLの向上に寄与すると思われ、療養者と家族介護者への看護に十分貢献できると考
えられる。



１．研究開始当初の背景  

在宅において、療養者と家族介護者は身体的、精神的、社会的なさまざまな困難

や危機的状況に直面することが予測される。そして、その危機的状況は療養者と家

族介護者の QOL を脅かし、家族介護者の介護負担感を増加させることが考えられる。

療養者や家族介護者はこの危機的状態に対処し、乗り越えていかなければならない

が、このような危機的状態における精神的回復力としてレジリエンスという概念が

ある。 

「レジリエンス」という概念は Rutter①が「深刻な危険性にもかかわらず、適応

的な機能を維持しようとする現象」と定義し、1980 年代後半以降、そのメカニズ

ムの研究がされるようになった。Grotberg②はレジリエンスを“I have（周囲から

の支援）” “ I am（個人の内面の力）” “ I can（対処する力）” の 3 つの側面で

整理している。2000 年代以降、がん患者や子どもを対象にした研究が行われるよ

うになったわが国では精神医学領域、心理学領域で注目されるようになり、看護学

分野においても近年、疾患をもつ子どもや親、がん患者を対象にレジリエンスに関

する研究が盛んに行われるようになってきた。しかし、成人・老年期の在宅療養者

のレジリエンスに焦点をおいた研究や成人・老年期の患者（療養者）の家族に着目し

た研究はほとんどない。 

そこで、今までの研究成果をふまえ、在宅療養者とその家族のレジリエンスの要素

を明らかにし、在宅療養者および家族の QOL に影響を与えるレジリエンスとそのレジ

リエンスの強化のための在宅療養支援モデルの検討を行った。 

 

２．研究の目的  

本研究はレジリエンス尺度を検討する調査１とそのレジリエンス尺度を使用し、

在宅療養者と家族介護者の健康関連 QOL に影響するレジリエンスおよび背景要因

を明らかにする調査２から構成されている。 

(１)調査１の研究目的 

調査１の目的は、在宅療養者および家族介護者のレジリエンス尺度を作成し、信

頼性、妥当性の検討をすることである。 

(２)調査２の研究目的 

調査２の目的は、訪問看護利用者の QOL に影響するレジリエンス、背景要因およ

び家族介護者の QOL に影響するレジリエンス、介護負担感、背景要因を明らかにす

ることである。 

 

３．研究の方法  

(１ )調査１の研究方法 

①対象者 

訪問看護利用者および外来通院者 397 名、およびその家族介護者 408 名を対象と

した。 

②調査期間 

2016 年 5 月～10 月に調査を実施した。 



③調査方法 

訪問看護師から訪問看護利用者とその家族介護者へ、あるいは病院の外来看護師

から外来通院者およびその家族介護者へ、無記名自記式の調査票を個別に配付して

もらった。 

調査票を受け取った対象者が研究協力説明書を読み、調査協力に同意した場合に、

記入済みの調査票を郵送で個別に返送してもらった。 

④調査内容  

ア．対象者の属性 

イ．レジリエンス尺度：レジリエンスの評価に関して「強くそう思う」から「強

くそう思わない」の 4 階にて回答を求めた。 

ウ．レジリエンス尺度の外的基準：レジリエンス尺度の外的基準として 

Rosenberg の自尊感情尺度（日本語版）③（以下、自尊感情）、精神的回復尺度

（感情調整）④（以下、感情調整）、日本語版ソーシャル・サポート尺度 ⑤（以

下、ソーシャル・サポート）を使用した。 

⑤分析方法 

記述統計、因子分析（Promax 回転）、Cronbach のα係数の算出、外的基準との相

関分析などを行った。なお、療養者 215 名、介護者 182 名を分析対象とした。 

(２ )調査２の研究方法 

①対象者 

訪問看護利用者 649 名、およびその家族介護者 673 名に調査票を配付した。 

②調査期間 

2017 年 5 月～10 月に調査を実施した。 

③調査方法 

訪問看護ステーションの訪問看護師から訪問看護利用者とその家族介護者へ無

記名自記式の調査票を個別に配付してもらった。 

調査票を受け取った対象者が研究協力説明書を読み、調査協力に同意した場合に、

記入済みの調査票を郵送で個別に返送してもらった。 

④調査内容  

ア．対象者の属性 

イ．レジリエンスの評価：研究１において作成したレジリエンス尺度を使用して、 

「強くそう思う」から「強くそう思わない」の 4 段階にて回答を求めた。 

ウ．健康関連 QOL： SF-8 T M（スタンダード版） ⑥は使用管理団体の使用許諾を得 

て使用した。 

エ．介護負担感尺度（BIC-11）：BIC-11⑦は使用管理団体の使用許諾を得て、使 

用した。なお、サービス関連負担感の質問項目である「患者さんが介護サービ

スを嫌がるので困る」について、「患者さん」の表現を著作者の同意を得て、

「利用者さん」に変更して使用した。 

⑤分析方法 

記述統計、Pearson の相関分析、重回帰分析を行った。なお、利用者 237 名、介

護者 366 名を分析対象とした。 



(３ )倫理的配慮 

調査１および調査２はそれぞれ研究者所属施設の倫理審査委員会の審議を経て、

所属長の承認を得て行った。調査１については協力施設の倫理審査委員会の承認を

得て行った。 

研究協力依頼文に研究目的、個人情報の保護、結果の公表、研究代表者の氏名、

連絡先等を明記し、調査票は無記名とし、対象者自身が郵便で返送する方法により、

個人が特定されないように配慮した。調査票の返送をもって対象者が研究への参加

に同意したとみなした。 

 

４．研究成果  

(１ )療養者および家族介護者のレジリエンス尺度について  

療養者のレジリエンス尺度は、『療養者の周囲からの支援』、『療養者の内面の強

み』、『療養者の対処する力』、家族介護者のレジリエンス尺度は、『介護者の対処す

る力』、『介護者の内面の強み』、『介護者の周囲からの支援』と命名した 3 因子で構

成されていた。療養者、家族介護者のレジリエンス尺度はともに 3 因子、全項目の

Cronbach のα係数が 0.8 以上であった。また、療養者、家族介護者の『周囲から

の支援』、『内面の強み』、『対処する力』は Grotberg⑧のレジリエンスの 3 構成要素

と下位概念の構造が同様であり、内容的妥当性があると判断された。 

療養者および家族介護者のレジリエンス尺度の因子と外的基準との相関係数は、

『療養者の周囲からの支援』、『介護者の周囲からの支援』がソーシャル・サポート

と正の高い相関が認められたが、感情調整と相関があった因子はなかった。  

本尺度は一定の信頼性、妥当性が確保され、在宅療養者とその介護者のレジリエ

ンスを評価する尺度として使用できると考えられる。 

(２)在宅療養者の QOL と家族介護者の QOL、介護負担感 

調査２の対象者である療養者および家族介護者の QOL は、2007 年の SF-8 日本国

民基準値（福原，鈴鴨，2012）を比較した結果、療養者、家族介護者ともに、身体

的サマリースコア、精神的サマリースコアのいずれも全国平均より低く、一般国民

と比較して、QOL が低下していると考えられた。さらに、家族介護者の介護負担感

も全項目において高かった。したがって、在宅生活を継続するために、療養者と家

族介護者の QOL を維持、向上させることが重要であると考えられる。 

(３)対象者の健康関連 QOL に影響するレジリエンス、背景要因 

調査２の結果、療養者の身体的サマリースコアに影響のある要因としてレジリエ

ンスの『対処する力』、精神的サマリースコアに影響のある要因としてレジリエン

スの『内面の強み』が抽出された。家族介護者の身体的サマリースコアに影響のあ

る要因として『身体的負担感』、精神的サマリースコアに影響のある要因としてレ

ジリエンスの『内面の強み』が抽出された。したがって、在宅療養者、家族ともレ

ジリエンスの『内面の強み』が QOL に影響していると考えられるため、『内面の強

み』を強化する支援が必要であるといえる。 

(４)在宅療養者および家族介護者の QOL に影響を与えるレジリエンスとそのレジリエ

ンスの強化のための在宅療養支援モデル 



療養者、家族介護者ともの精神的健康の QOL を高めるためには、療養者および家

族介護者の『内面の強み』を強化する支援を行うこと、家族介護者の身体的健康の

QOL を高めるには、『身体的負担感』を軽減する支援を行うことが必要であると考

えられる。 
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